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説 明 内 容

１．オンラインによる報告データの作成と送信方法

２．「石油情報報告に関する情報発信サイト」

３．「緊急時報告データ入力プログラム」

・入手方法
・インストール方法
・操作方法（データ作成時の注意点）

４．報告データ作成時の注意事項

５．「（電子）メール方式報告プログラム」

・入手方法

・インストール方法
・操作方法（データ作成時の注意点）
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１．オンラインによる報告データの作成と送信方法

参考：石油情報報告に関する情報発信サイト「e-Gov電子申請システム」
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/petroleum_and_lpgas/oil_enterprise/

⚫ オンラインによる報告の流れについて

① 「緊急時報告データ入力プログラム」

 を使用し、報告データを作成

② 「（電子）メール方式報告プログラム」

 を使用し、報告データを暗号化

③ メールに暗号化した報告データを添付し
資源エネルギー庁資源・燃料部政策課に
送信

または…

★ e-Govで申請する場合 ★

 ①で作成した報告データをそのまま添付

※e-Gov申請手順はe-Govホームページ等を参照 bzl-06kinkyuji-kunren@meti.go.jp

2



１．オンラインによる報告データの作成と送信方法

⚫ 報告に利用するソフトウェアは２種類

➢ 緊急時報告データ入力プログラム ＋ マスタファイル（油種等コード番号）

➢ （電子）メール方式報告プログラム

↓緊急時報告データ入力プログラム

↑（電子）メール方式報告プログラム
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２．「石油情報報告に関する情報発信サイト」

⚫ 報告で使用する各種プログラムやマスタファイル（油種等コード番号）、記入要領等を
公表しており、入手することができますので、ご活用ください。

石油情報報告に関する情報発信サイト
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/petroleum_and_lpgas/oil_enterprise/
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３．緊急時報告データ入力プログラム

⚫ 最新版のプログラムファイルの入手方法

– 石油情報報告に関する情報発信サイト
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/petroleum_and_lpgas/oil_enterprise/

「石油情報報告に関する情報発信サイト」⇒「報告に使用する各種プログラム」の

「緊急時運用の為の報告データ入力用プログラム」 をクリックします。
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CHECK!

【マスタが更新されたら・・・】
更新日時等が、新着情報として表

示されます



３．緊急時報告データ入力プログラム

⚫ 緊急時報告データ入力プログラムの入手方法について

⚫ 今回の緊急時訓練の実施にあたり、緊急時報告データ入力プログラムの入手を希望さ
れる方は、以下によりプログラムをインストールしてください。
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３．緊急時報告データ入力プログラム

⚫ 最新版のマスタファイルの入手方法について

– 既に緊急時報告データ入力プログラムをインストールされている場合、以下のバー
ジョンアップをお願いいたします。

– 「緊急時報告データ入力プログラムのマスタファイルのバージョンアップ方法（令和
３年10月更新）」の１．から ４．までを実行してください。
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⚫ プログラムの実行と起動画面について

３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

インストールしたフォルダから「緊急時入力.exe」を起動します。

①メイン画面（その１：初期表示画面）
プログラムを起動するとメイン画面が表示されます。
＊「補助機能」ボタンをクリック、補助機能画面が開きます。 → P9へ
＊「更新」「新規」「ゼロ報告」ボタンで、データを作成します。→ P11（週次） P12（日次）へ
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⚫ プログラムの初期設定について-1

３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

②補助機能画面（初回設定）
「環境設定」ボタンをクリックすると、環境設定画面が開きます。
「基本設定」ボタンをクリックすると、基本設定画面が開きます。

＜Ａ．環境設定画面＞

①データ類を格納するフォルダを指定します。
（任意のフォルダ）

②ダウンロードしたマスタコード格納フォルダを
指定し、マスタデータを紐付けます。

＜Ｂ．基本設定画面＞

報告者の基本情報を設定します。
＊企業コード、企業名は、上記Ａ．②で指定した

マスタ情報が表示されるので選択します。
＊その他項目は手入力で記入してください。Ａ． Ｂ．
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＜環境設定画面＞

企業名のプルダウンメニュー
表示ができます。

「企業コード」～「電話番号」
は必須入力となっています。
必ず入力してください。

⚫ プログラムの初期設定について-2

３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

＜基本設定画面＞
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⚫ 「週次報告データ」の作成について

３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

③メイン画面（その２：データ作成「週次」）

ａ．新規  「新規」ボタンクリックでデータ作成へ（作成対象年月日は自動設定(変更可)）
ｂ．変更 プルダウンから対象年月日を選び「更新」ボタン押下でデータ修正へ
ｃ．ゼロ報告 「ゼロ報告」ボタンクリックでデータ自動作成（作成対象年月日は自動設定(変更可)）

補助機能画面で
設定した内容が
表示されている
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⚫ 「日次報告データ」の作成について

３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

③メイン画面（その２：データ作成「日次」）

ａ．新規  「新規」ボタンクリックでデータ作成へ（作成対象年月日は自動設定(変更可)）
ｂ．変更 プルダウンから対象年月日を選び「更新」ボタン押下でデータ修正へ
ｃ．ゼロ報告 「ゼロ報告」ボタンクリックでデータ自動作成（作成対象年月日は自動設定(変更可)）

補助機能画面で
設定した内容が
表示されている
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３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

⚫ 報告データ作成の週次・日次共通事項

・項目のセル内で右クリックすると、名称・コードの一覧が表示されるので選択します。
（直接入力も可能）

基本的に直接入力する項目は‘数量’項目のみ！(数量合計値項目も自動計算）

ａ．「更新」ボタンをクリックすると、入力内容が保存されます。（ファイル作成）
ｂ．「印刷」ボタンをクリックすると、入力内容を帳票形式で印刷できます。

年月日の選択画面を表示⇒選択 原油名称（コード）を表示⇒選択

船舶名称（コード）を表示⇒選択陸揚地の名称（コード）を表示⇒選択
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３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

⚫ 個別画面の注意点「石油輸入実績／石油輸出実績」

製品輸入（輸出）実績シートもあります
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３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

⚫ 個別画面の注意点「製油所原油処理・生産・受入・払出量」

★入力対象外項目はグレースケールとなっていて入力できません。
★数量合計値項目（燃料油計etc.）は自動表示されます。（入力不要）
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３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

⚫ 個別画面の注意点「製油所等石油在庫量／油槽所等石油製品・半製品在庫量」

★前々週末シート（今回は10月26日分）は１回目報告（11月5日）時のみ記入してください。

★「油槽所等石油製品・半製品在庫」の月末在庫関連２シートは使用しません。（入力不要）

週次報告時は
前々週末在庫を入力してください

月末在庫は不要です
入力する必要はありません
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３．緊急時報告データ入力プログラム-操作方法

⚫ 作成される報告データについて

それぞれの入力画面から、「更新」ボタンをクリックすると、報告データ（ＣＳＶファ
イル）が作成されます。作成されるＣＳＶファイルは以下のとおりです。

【週次】
①石油輸入実績データ   → KIyyyymmddxxx-03w.csv
②石油輸出実績データ   → KIyyyymmddxxx-04w.csv
③製油所原油処理・生産・受入・払出量 → KIyyyymmddxxx-05w.csv
④製油所等石油在庫量   → KIyyyymmddxxx-07w.csv
⑤油槽所等石油製品・半製品在庫量 → KIyyyymmddxxx-06w.csv

【日次】
①製油所等原油処理・石油在庫量 → KIyyyymmddxxx-d05.csv

＊命名ルール＊
【週次】

‘KI’ ＋ ‘yyyymmdd（報告年月日）’ ＋ ‘ｘｘｘ（報告企業コード3桁）’ ＋ ‘-’ ＋ ’03’～’07’ ＋ ’w’

【日次】
‘KI’ ＋ ‘yyyymmdd（報告年月日）’ ＋ ‘ｘｘｘ（報告企業コード3桁）’ ＋ ‘-’ ＋ ’ｄ’ ＋ ’ 05’
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４．報告データ作成時の注意事項

① 同一企業で複数ファイルがある場合は、一つのファイルに集約
複数の事業所からデータ集めて報告する場合、必ず取り纏め部署で統合し
て報告してください。

② 肩代わり報告する場合は、はじめに「基本設定」を変更
報告企業の肩代わりで報告データを作成する場合、プログラムの補助機能の
基本設定で肩代わりする企業に設定変更し、報告データを作成してください。

③ 報告内容の訂正は、必ず入力プログラムで実施
報告内容を訂正する場合、たとえ１項目であっても直接報告ファイルを開いて
修正せずに、必ずプログラムでデータを表示し変更してください。
（項目間の整合性がとれなくなってしまう場合があります）

④ プログラム実行時にエラーが発生した場合
「実行時エラー‘３３９’」等のエラーが発生した場合、お手数ですが
資源エネルギー庁資源・燃料部政策課にお問い合わせください。
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ （電子）メール方式報告プログラムのインストール方法について-1

「石油情報報告に関する情報発信サイト」⇒「報告に使用する各種プログラム」の

「（電子）メール方式報告プログラム」 をクリックします。
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ （電子）メール方式報告プログラムのインストール方法について-2

＊メール方式報告プログラムには2種類あります。
（メーラー機能無し） 暗号化ファイルのみ作成します。

     作成したファイルをご自身でメールに添付し送信します。
（メーラー機能有り） 暗号化ファイルを作成し自動でメール送信します。
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ （電子）メール方式報告プログラムのインストール方法について-3

１．ファイルのダウンロード画面で「開く」
または「保存」ボタンをクリック

２．「保存」の時は、保存したzipファイルをダブルクリック

３．SetupOutPutOVR.exeをダブルクリック
または「保存」ボタンをクリック
（セキュリティの警告が表示されたら「実行」）

４．セットアップウィザードが表示
されたら「次へ」をクリック

５．インストールするフォルダを
決めて「次へ」をクリック
（以下同様「次へ」）
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ プログラムの操作方法（データ作成時の注意点）について-1

– 操作方法の詳細については「操作マニュアル」を参照してください。

「石油情報報告に関する情報発信サイト」⇒「報告に使用する各種プログラム」の
「（電子）メール方式報告プログラム」⇒「マニュアル（PDF形式）」
からマニュアル（PDFファイル）が入手できます。
※以下の操作方法については、「メーラー機能無し」を主体として説明します。

・インストールしたファイルの中から、OutPutOVR.exeをダブルクリックします。

・初めてプログラムを起動した場合は、初期設定を行う必要があります。

⇒次ページへ
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ プログラムの操作方法（データ作成時の注意点）について-2

ユーザーＩＤ
パスワード
返信メールアドレス
を記入します。

各種ファイルの
出力先フォルダを設定
します。

ﾌｧｲﾙ出力先ﾌｫﾙﾀﾞ ： 暗号化されたファイル（報告用）が格納される
LOG ： 出力メッセージが格納される
添付ファイルLOG ： 暗号化前のファイルが格納される

報告者ID ： 記入不要（変更しないでください）
ユーザーID/パスワード ： 既にお知らせしているユーザーID/パスワードを記入
返信メールアドレス ： メールを送信される担当者様のメールアドレスを記入
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ プログラムの操作方法（データ作成時の注意点）について-3

２．出力ボタンをクリックすると
暗号化ファイルが作成されます。

１．最初に暗号化するファイルを設定します。

①ファイル追加ボタンをクリックし一覧から
 ファイルを選択します。

②対象ファイル一覧に、選択したファイルが
 表示されます。
（複数ファイルの指定も可能です）

アイコンをクリックすると
設定画面に戻れます
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ 暗号化ファイル作成時の注意事項について

① 設定ファイルのユーザＩＤとパスワードを再確認してください。
ユーザＩＤとパスワードが間違っていると、受信時にエラーとなりシステムに取り込めませ
ん！必ず、弊庁がお知らせしたユーザＩＤとパスワードを記入してください。
＊ユーザＩＤ・パスワードについてのお問い合わせは、資源・燃料部政策課統計担当までご連

絡ください。

② 暗号化する報告ファイルを確認してください。
出力ボタンをクリックする前に、対象ファイルが緊急時入力プログラムで作成したデータであ
ることを確認してください。（KIyyyymmdd…で始まるファイル(yyyymmddは日付））
＊出力ボタン押下後は、設定画面で指定した「添付ファイルLOG」フォルダに、選択したファ

イル内容等が保存されているので参考にしてください。

③ 暗号化された報告ファイルを確認してください。
報告メールに添付する暗号化ファイルを確認してください。（TMP…で始まるファ
イル）暗号化ファイル以外を添付すると、受信時にエラーデータとなりシステムに
取り込めません。
＊暗号化ファイル（メールに添付するファイル）は、設定画面で指定した「ファイ

ル出力先フォルダ」に、保存されています。
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５．（電子）メール方式報告プログラム

⚫ 【参考】電子政府の窓口（e-Gov）で申請するには

「石油情報報告に関する情報発信サイト」⇒「報告に使用する各種プログラム」の
「電子政府の総合窓口(e-Gov)」をクリックします。

※e-Gov電子申請に関する手続き方法等が表示されます。

※報告項目は「石油製品需給動態統計調査」を選択してください。
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【注意事項】各種プログラムのインストールについて

⚫ プログラムを新規でインストールする際は、インストーラー以外のファイルが同じフォルダ
に入っていないことを確認してください。

⚫ 会社のセキュリティポリシー（ソフトウェアのインストールの制限等）によっては、インストー
ル後に設定の変更ができずエラーが発生する場合があります。

・「新・緊急時報告データ入力プログラム」のインストーラーには、実行時に同じフォルダ内
に存在する特定のDLL を読み込んでしまう脆弱性（CVE-2017-10823）が存在します。
インストーラーを実行する際には、フォルダ内にインストーラー以外のファイルが入ってい
ないことを確認してから実行してください。

・なお、既にインストール済みの新・緊急時報告データ入力プログラムには特段影響はありま
せん。引き続き、そのままお使いください。
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・Windows8.1、Windows10ではセキュリティが強化され、不審なプログラムがインストー
ルされたり、設定ファイルが書き換わったりしないように制限が掛けられるようになりまし
た。
それにより、インストール後に個社情報が設定できず、エラーが表示されてプログラムを利
用できない場合があります。

・「新・緊急時報告データ入力プログラム」や「メール方式報告プログラム」をインストール
する際は、可能であれば「C:¥Users¥ユーザー名¥Documents」など、ファイルが自由に保
存、変更できるフォルダにインストールしてください。

・もし、エラーが発生いたしましたら、資源・燃料部政策課までお問い合わせください。
メールアドレス：bzl-06kinkyuji-kunren@meti.go.jp



報告データ入力プログラム、メール方式報告プログラムの
インストールと操作方法等についてのお問い合わせ先

経済産業省資源エネルギー庁資源・燃料部政策課
【統計担当】 宇野・和田
TEL：０３－３５０１－２７７３
FAX：０３－３５８０－８４４９

Mail：bzl-06kinkyuji-kunren@meti.go.jp

ご清聴ありがとうございました。
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